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■ 開 催 要 項 
１．主 催  財団法人日本テニス協会 
２．主 管  北海道テニス協会 
３．後 援  帯広市 朝日新聞社 
４．協 賛  ブリヂストンスポーツ株式会社 北海道旅客鉄道株式会社 
５．協 力  帯広テニス協会 
６．日 時  ２０１０年８月２７日（金）～２９日（日） 
７．会場  北海道／●帯広の森テニスコート（砂入り人工芝 20面） 

〒080-0856 帯広市南町南７線５６番地７帯広の森運動公園内  
TEL：0155-47-8851 
●帯広市南町テニスコート（ハード 6面） 
〒080-0856 帯広市南町南９線３３番地  
TEL：0155‐47‐1213 
●自由が丘公園庭球場（ハード 3面） 
〒080-2476 帯広市自由が丘４丁目５番地 
TEL：0155‐36‐3151 

８．参加チーム  男子：３２ 女子：２４ 

 
注１） 不参加チームのある場合には下記補充地域順により補充する。 
注２） 補充枠順 開催地域は最終順位とする。 
男子 ①東北 ②関西 ③東海 ④九州 ⑤中国 ⑥北信越 ⑦関東 ⑧四国 
⑨北海道 
女子 ①関西 ②九州 ③関東 ④北信越 ⑤四国 ⑥中国 

９．参加資格  ①男子は、過去７年間（2003年以降）、女子は、過去５年間（2005年以
降）に全日本選手権（本戦）へ出場した者は除く。 
男女とも過去５年間（2005年以降）に全日本学生選手権でシングルスは
ベスト３２、ダブルスはベスト１６に入った者は除く。 



②第 24回テニス日本リーグに登録した選手は出場できない。但し、第 24
回テニス日本リーグにおいて、試合に出場しなかった選手に限り、第 25
回テニス日本リーグに登録しない申告がチームの代表者から実業団委員

会にあった場合は出場することができる。 
10．チーム編成  ①男子：部長・監督・マネージャー各１名。選手５名以上９名以内。 

女子：部長・監督・マネージャー各１名。選手５名以上９名以内。 
②男女共、部長・監督・マネージャー・選手を兼任出来る。 
③参加選手は、アマチュアで社員であること。 
④チームは、その所属する地域のメンバーで構成し（その地域に登録し

ていること。）、同一の実業団といえども、その所属地域以外のメンバー

を補充してはならない。但し、他地域に勤務等の場合で、出場地域で登

録した選手であれば出場を認める（２重登録の防止）。 
11．ダブルスのオーダー順位  

ＪＴＡランキングの順位、登録の順位に関係なくペアをつくることが出

来る。 
12．メンバーの変更  

申込後のメンバー変更は、８月２６日（木）の監督会議迄、１名の変更

を許可する。 
13．試合形式  男女共、各ブロック４チームによるリーグ戦を行い、各ブロック１位チー

ムによる決勝トーナメント戦、各ブロック２位以下のチームによるコンソ

レーションを行う。 
14．試合方法  男女共、１シングルス、２ダブルスの３試合。男女共、重複出場は不可。 

リーグ戦及び決勝トーナメントは、８ゲームマッチ(8-8 タイブレーク)、
コンソレーションは、1 セットマッチ（6-6 タイブレーク）、いずれもノ
ーアドバンテージ・スコアリング方式を採用する。 
但し、天候その他により試合の遅延した場合は変更もある。 

15．試合順序  原則として、男女共：D１・Ｓ・Ｄ２。 
16．審 判  原則として、セルフジャッジとする。 
17．使用球  ブリヂストン・ＸＴ－８ ビジネスパルテニス・マーク入り 
18．申 込  財団法人日本テニス協会 実業団委員会事務局 

〒101-0047 東京都千代田区内神田１－４－５  
レイアード大手町ビル４０７ 
ＴＥＬ：０３－５２８０－３０２１ ＦＡＸ：０３－５２８０－３０２７ 

19．申込締切  ２０１０年７月２１（水）迄に必着 
20．参加料  男女 １チーム＝１００，５００円 （参加料 100,000 円＋ワンコイン制

度 500円） 



本大会は、ワンコイン制度の対象大会です。参加にあたり、参加料とは

別途、各種目ワンコイン制度金 500円を負担願います。 
ワンコイン制度は（財）日本テニス協会により制定された制度で、日本

のテニス発展のため選手およびジュニアの育成強化を目的とするナショ

ナルトレーニングセンターの運営を中心に地域トレーニングセンターの

整備等への資金を大会参加者に広くご負担頂く制度です。「ナショナルト

レーニングセンター（NTC）」及び「ワンコイン制度」について詳しくは
HPをご覧ください。 
ワンコイン制度ホームページ http://www.jta-tennis.or.jp/onecoin 
お問い合わせ （財）日本テニス協会 onecoin@jta-tennis.or.jp 

21．公式行事  懇親パーティーを開催する。（参加費 ７，０００円税込／1人） 
22．ドロー会議  ２０１０年７月２４日（土） 
23．表 彰  ①団体：男女共、優勝・準優勝・３位を表彰する。 

②個人：最高殊勲選手・優秀選手・敢闘選手を男女各１名もしくは１組

を表彰する。 
24．オフィシャル  

宿泊交通は、旅行代理店：北海道旅客鉄道株式会社の下記窓口を利用す

ること。 
J Ｒ北海道 旅行センター帯広支店 
〒080-0012 北海道帯広市西 2条南 12丁目  
TEL：0155-22-2556 担当まで 

25．その他  (1)試合中の服装 
①自チームの企業名またはロゴマークは制限しない。 
②その他については、「ＪＴＡテニスルールブック」を厳密に適用する。 

(2)社旗の持参  本大会は実業団かつ団体戦形式ですので、試合コートのバックネットに社
旗を掲揚して頂きます。 

(3)傷害保険  大会期間中における負傷等については、主催者加入の傷害保険の範囲内

  で補償する。 
(4)全チームが協賛会社旅行代理店である、北海道旅客鉄道株式会社を通
じて宿泊しなければならない。但し、会場直近の地元チームについては、

大会本部との連絡に必要となる３名を除き自由とする。 
(5)懇親会は公式行事であるので、全員が参加すること。 
特記事項：本大会は、収集した企業情報・個人情報を下記の目的のため

に利用します。 
●役員並びに関係者に対する大会・会議等の案内他各種情報の提供。 
●大会ドロー又はパンフレット、ホームページ、テレビ放映等に公表す



べき事項の掲載。 
本大会は、収集した企業情報・個人情報を上記の目的以外には使用いた

しません。 
トーナメントディレクター 山田 直樹 
トーナメントレフェリー 若月 好次 

 
■ 試合結果 

 
予選リーグ３位 
順位別トーナメント初戦敗退 
 
予選リーグ 
  
第一戦 コカコーラ・ウェスト 
  
Ｄ１    明石 寛人    8-2   今野 辰二郎 
        武智 邦彦          木村 寛 
  
Ｓ     柴田 信之    8-1    相田 哲志 
  
Ｄ２    江馬 啓悟    6-8    吉村 雄太 
        柴田 亘             大久保 雄介 
 
 初戦の第一シードとの対戦をものにした関東大会の再現を狙い、積極的なオーダーで

勝ちを狙いに行ったが、チーム力の差を見せられ、敗退しました．Ｄ２で一矢報いるこ

とができたのが幸いでした． 
  
第二戦 北海道警察 
  
Ｄ１    今野 辰二郎 4-8    澤口 翔 
        木村 寛             中兼 太樹 
  
Ｓ      大久保 雄介  9-7    出口 祐一朗 
  
Ｄ２    萩原 優幸    8-0     高濱 厚 
        吉村 雄太            東山 貴志 



 
 地元、北海道勢との対戦で、初戦で得られなかった勢いを得るべく頑張りました．Ｄ

１は最初のサービスゲームを落として流れを作ることができず、残念ながら敗退しまし

た．Ｓは１－７からの大逆転で勝利をものにし、続くＤ２の連取へとつなげることがで

きました． 
  
第三戦 郡山市役所 
  
Ｄ１    萩原 優幸    7-9    竹花 厚 
        根本 昌幸           岩永 尚志 
  
Ｓ     木村 寛      4-8    矢吹 貴志 
  
Ｄ２    相田 哲志    8-1    生田 晶教 
        大久保 雄介         鷹觜 正輝 
 
 2位トーナメント進出を目指すべく挑みましたが、Ｄ１を惜しくも落とし、Ｓは挽回
できず敗退しました．Ｄ２は余裕のある試合運びで、全国大会でも十分通用するレベル

にあると感じ取れました．ベンチワーク含めた団体戦の奥の深さを再認識した対戦でし

た． 
  
コンソレーション一回戦 大阪府庁 
  
Ｄ１    今野 辰二郎  6-7    出川 勉 
        吉村 雄太    (5-7)   濱田 真嗣 
  
Ｓ      大久保 雄介  3-6    向井 正明    
  
Ｄ２    萩原 優幸    3-6    北口 和雅 
        根本 昌幸           中村 亮太 
 
 3位トーナメントに進出し、最終日までの勝ち残りを目指しましたが、残念ながら敗
退しました．Ｄ１が後一歩のところまで迫ったにも関わらず、ものにすることができず、

しかしチームとしても後一歩のところにあるとも感じました． 
 
 



■ 総評 
 メンバー各位をはじめ、各方面の方々の大変な努力とサポートにより全国大会に出場

し戦うことができました．まずは本報告書にて感謝の意を表させていただきます．あり

がとうございました． 
 全国で一番を決めるという大きな大会で、対戦相手の力量も高かったので、準備の段

階から大会期間中まで、各メンバー、チームとして、部としての力量を様々な面で常に

問われることになりました．何よりも自分自身の未熟さを思い知ることとなりましたが、

この経験を通して、メンバーそれぞれが成長できたと信じています．また、試合結果に

も表れている通り、全国大会でも通用する面があったことも大きな収穫です． 
 次の機会にはチームも部も、もっと一丸となって戦えるよう努力していきたいと思い

ます． 
 
 

■ 大会の様子 

 



 

 


